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三次元培養(3-14日)

抗がん剤感受性試験 (3-4日)

がん組織あるいは
尿サンプルの採取
および送付

獣医師への最適
治療情報の送付

三次元培養技術を用いて薬剤感受性を投薬前に判定→各患者動物のがん治療を最適化

・治療前に薬剤(化学療法)の感受性を調べることはこれまでの培養技術では困難。

・獣医療においても様々ながんで抗がん剤が使用される機会があるが、患者動物
間のもともとの感受性の差があることが治療効果の差を生み出している。

提供するサービスの概要

検査依頼

様々ながんを
罹患した犬猫


